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開国を機に外来食を受容した和食が、いま世界の味覚へと変容する

国際的注目を集める―「日本型食生活」の成立と展開……渡辺善次郎

多様な民族食の融合で、「新アメリカ料理」が結実する

世界の食の交差点―アメリカの食文化見聞録【下】……加 藤 裕 子

世界の食文化雑学講座
第四話・第五話・第六話
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表
紙
の
解
説

山
本
松
谷
作
『
乗
客
案
内
郵
船
図
会
』（
昭
和
女
子
大
学
図
書

館
所
蔵
）

一
九
〇
六
年
（
明
治
39
年
）
刊
。『
風
俗
画
報
・
増
刊
号
』
に

掲
載
さ
れ
た
当
時
の
日
本
の
船
内
一
等
食
堂
の
晩
餐
風
景
。

卓
上
の
料
理
は
洋
食
で
、
中
央
に
盆
栽
が
飾
ら
れ
、
紋
付

袴
や
和
装
の
日
本
人
や
欧
米
人
ら
し
い
盛
装
し
た
婦
人
と

燕
尾
服
の
紳
士
の
集
団
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
右
端

に
は
弁
髪
の
中
国
系
の
人
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
る
。「
ボ
ー

イ
が
手
に
す
る
献
立
書
（
メ
ニ
ュ
ー
）
は
、
洋
紙
で
金
碧

燦
爛

さ
ん
ら
ん

た
る
極
彩
色
の
石
板
刷
で
あ
る
。」
と
の
注
釈
が
付
い

て
い
る
。

したが、まさにしょうゆについて述べているかの

ようです。

このように一国の食文化が、世界各国の文化に

融け込み、新しい食文化として芽生え、成長する

とき、人々のより豊かな食生活が育まれるのです。

当センターの活動が、日本はもちろん世界の

国々の食の歴史や食文化の紹介にとどまらず、「食

の国際交流」と「食育」に少しでも寄与できるよう

努めていきたいと思います。

キッコーマン国際食文化研究センター

食の国際交流と豊かな食生活をめざして

日本通として知られ、ヨーロッパの生活も経験さ

れて、文字通り国際的な味覚を持たれた元米国駐日

大使・故ライシャワー博士は、「食の国際交流」が

世界中の人々に豊かな食生活をもたらしていること

を、当社に寄せたメッセージのなかで述べられてい

ます。そしてその例証として、日本人の食生活に欠

かせない基礎調味料・しょうゆのアメリカ進出と

成功を取り上げています。

また評論家の花田清輝は「真にナショナルなも

のは、実はインターナショナルである」と喝破しま

K i k k o m a n  I n s t i t u t e  f o r  I n t e r n a t i o n a l  F o o d   C u l t u r e

キッコーマン国際食文化研究センター
〒278-8601 千葉県野田市野田250 TEL:04-7123-5215 FAX:04-7123-5218

＜開館時間＞午前10時～午後5時　＜休館日＞土・日曜日、祝日、年末・年始、ゴールデンウィーク、旧盆
※詳細は当センターへお問い合わせください。

閲覧コーナー

メディアコーナー

図書コーナー

企画展示コーナー

キッコーマンの故郷　　野田の町並みに調和させた野田本社
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開
国
を
機
に
外
来
食
を
受
容
し
た
和
食
が
、
い
ま
世
界
の
味
覚
へ
と
変
容
す
る

渡辺善次郎（わたなべ ぜんじろう）
1932年　東京に生れる。1956年早稲田大学卒業
1961年　同大学院商学研究科博士課程修了。同年国立国会図

書館に入り、調査立法考査局農林課長、海外事情課
長を経て、専門調査員

1991年　退職。商学博士。現在、都市農村関係史研究所主宰。
主著『都市と農村の間ー都市近郊農業史論』（1983
年　論創社）、『聞き書・東京の食事』（編著・1987
年　農文協）、『巨大都市江戸が和食をつくった』
（1988年　農文協）、『農のあるまちづくり』（編
著・1989年　学陽書房）、『東京に農地があってな
ぜ悪い』（共著・1991年　学陽書房）、『近代日本都
市近郊農業史』（1991年　論創社）

国
際
的
注
目
を
集
め
る
―
―「
日
本
型
食
生
活
」の
成
立
と
展
開

古
代
の
日
本
で
は
天
皇
も
さ
か
ん
に
狩
を

し
、
肉
ば
か
り
か
内
臓
ま
で
食
べ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
六
世
紀
半
ば
に
仏
教
が
伝
来
す
る
と
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に
慈
愛
の
心
を

持
ち
、
殺
生
を
つ
つ
し
む
べ
し
と
い
う
思
想
が

広
ま
っ
た
。
天
武
天
皇
は
期
間
を
も
う
け
て
諸

国
に
殺
生
・
肉
食
の
禁
断
を
発
令
し
て
い
る
。

仏
教
的
殺
生
禁
断
、
肉
の
穢
れ
と
い
う
観
念
が

広
ま
り
、
次
第
に
肉
食
は
少
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
と
宣
教
師
た

ち
が
来
日
し
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
は
じ
め
る

と
、
改
宗
す
る
大
名
も
い
て
肉
食
禁
忌
を
積
極

的
に
や
ぶ
る
も
の
が
続
出
し
た
。
そ
の
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
た
ち
は
宣
教
師
が
も
た
ら
し
た
牛

肉
、
豚
肉
、
ワ
イ
ン
、
パ
ン
な
ど
を
好
ん
だ
。

江
戸
時
代
に
は
再
び
肉
食
が
タ
ブ
ー
と
さ
れ
た

が
、
山
村
で
は
貴
重
な
食
料
と
し
て
鳥
獣
肉
が

食
べ
ら
れ
て
い
た
。

そ
し
て
明
治
五
年
、
明
治
天
皇
が
肉
食
の

禁
を
解
い
て
牛
肉
を
食
し
、
伝
統
的
な
肉
食
禁

忌
の
慣
習
に
一
大
転
機
を
も
た
ら
し
た
。
し
か

し
肉
食
反
対
運
動
が
各
地
で
起
こ
っ
た
が
、
政

府
や
各
県
は
旧
慣
を
打
破
し
て
肉
食
の
奨
励
に

努
め
た
。
そ
の
効
果
も
あ
っ
て
肉
食
文
化
が
広

が
り
を
み
せ
、
食
生
活
に
お
け
る
文
明
開
化
が

は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
日
本
型
食
生
活
」
の
原
型

第
九
号「
異
国
食
の
受
容
と
変
容
」の

あ
ら
す
じ
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戦
後
食
生
活
の
回
復

経
済
成
長
と
生
活
革
命

国産初のワンドアー電気冷蔵庫と氷の冷気で冷やす方式の木製冷蔵庫（昭和のくらし博物館所蔵）
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食
生
活
の
洋
風
化

注）動物性脂質については昭和27年＝100、鉄については昭和30年＝100としている。
平成12年『国民栄養の現状』（国民栄養調査結果）

図1 栄養素等摂取量の推移（昭和21年＝100）
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「
日
本
型
食
生
活
」
の
成
立

図２ 各国の栄養バランス

食
の
外
部
化

70年代に入り外食産業が急増した（週刊朝日百科120『世界の食べもの／日本編』）

農林水産省資料
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日
本
食
の
海
外
進
出

寿司職人はアメリカで修行をしたという。
法被の合わせもアメリカ流？！（筆者撮影）

タヒチ島の流水式回転寿司。模型のカヌー
で寿司が運ばれてくる（筆者撮影）

17世紀頃、醤油はこのような容器でヨー
ロッパに輸出されていた
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食
生
活
の
見
直
し

主
な
参
考
文
献

・
唯
是
康
彦
『
日
本
の
食
糧
経
済
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス

・
安
達
厳
『
日
本
型
食
生
活
の
歴
史
』
農
文
協

・『
食
べ
物
』
東
大
出
版
会

・
小
菅
桂
子
『
近
代
日
本
食
文
化
年
表
』
雄
山
閣

・
秋
谷
重
雄
・
吉
田
忠
『
食
生
活
変
懇
の
ベ
ク
ト
ル
』

農
文
協

・
大
塚
滋
『
し
ょ
う
ゆ
世
界
へ
の
旅
』
東
洋
経
済
新
報
社

ロンドン・ソーホー街にあるSUSHI  BAR。回転寿司には透明カバーが掛けられている
○Alamy images/PPSC



●
味
覚
の
逆
転
劇
の
真
相

●「
下
り
醤
油
」
を

復
元
す
る

●
江
戸
で
完
成
し
て
い
た

醤
油
造
り
の
基
本

8

「日本の食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻6,300円（消費税込）

■日本料理ともてなしの心 ～湯木貞一の世界～

■懐石、しつらう ～食卓と日本人～

■おばんざい歳時記　～庶民の味覚と四季～
■食は江戸 ～江戸前の料理と外食～

■舶来の日本料理 ～食文化の翻訳術～

「中国の食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻7,140円（消費税込）

■北　京 ～庶民の味宮廷の味～

■広　東 ～食は広州に在り～

■江　南　～魚米之郷の名菜譜～
■四　川 ～天府之国の百菜百味～

■調理と医食同源 ～厨房にみる味の秘訣～

「ヨーロッパの食文化」全5巻
●収録時間：各巻約30分　定価：各巻6,300円（消費税込）

■黄金のフランス料理 ～エスコフィエと美食神話～

■クリストフ・マルガンの伝統料理 ～現代フランス料理事情～

■ペリゴールの秋のはなむけ ～貴腐ワイン、フォワグラ、トリュフ～

■主役はいつも大きなテーブル ～食卓画を読む～

■木村尚三郎のシチリア食紀行 ～地中海式食事法～

キッコーマン・ビデオライブラリー

「世界の食文化」シリーズ
いま世界が求めているものは、質のよい食材と調味料をつかって、おいしい料理をみんなで囲む、
くらしといのちが輝く生活です。キッコーマンならではの視点で、世界の食文化を映像にとらえました。

【お問い合わせ】キッコーマン国際食文化研究センター「キッコーマン・ビデオライブラリー」 TEL:04-7123-5215 URL:http://kiifc.kikkoman.co.jp/
●販売に関するお問い合わせ：ソニーＰＣＬ「ソリューション営業部」 TEL:03-5792-9340 FAX:03-5792-9329 Eメール:bn@pcl.sony.co.jp
●ビデオテープは、すべて日本語版です

◎キッコーマン国際食文化研究センターは、東アジア食文化支援の一環として、ドイツ東アジア美術協会（ドイツ）の賛助会員の資格を得て、当美術協会の活動支援を行っています。

◎
企
画
・
復
元
作
業

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
国
際
食
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

◎
料
理
復
元
・
監
修

懐
石
近
茶
流
宗
家
　
柳
原
一
成

◎
映
像
記
録
作
業
　

株
式
会
社
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

TOPIC



こ
れ
ま
で
の
説
を
覆
す
大
発
見

二
〇
〇
五
年
（
平
成
十
七
年
）、
中
国
の
国
営

新
華
社
通
信
は
、過
去
に
長
江（
揚
子
江
）
下
流
の

上
山

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

遺
跡
（
浙
江
省
）
か
ら
約
一
万
年
前
の

栽
培
稲
の
籾
殻
が
発
見
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回

そ
れ
を
凌
ぐ
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
の
栽
培
稲
と

考
え
ら
れ
る
籾
殻
が
発
見
さ
れ
た
と
報
じ
た
。

従
来
か
ら
稲
は
イ
ン
ド
の
ア
ッ
サ
ム
地
方
が

原
産
だ
と
さ
れ
、
イ
ン
デ
ィ
カ
種
は
ア
ッ
サ
ム
地

方
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
は
中
国
・
雲
南
省
と
い
う
説

が
有
力
だ
っ
た
。
し
か
し
、
中
国
の
考
古
学
者
た

ち
は
、
雲
南
省
の
稲
は
せ
い
ぜ
い
紀
元
前
三
〇
〇

〇
年
程
度
で
あ
り
、
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
種
は
も
っ
と
古

く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
唱
え
て
い
た
。

そ
こ
に
長
江
下
流
の
河
姆
渡

ハ

モ

ト

遺
跡
（
浙
江
省
）

が
発
見
さ
れ
、
七
千
年
前
に
栽
培
稲
が
あ
っ
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
稲
は
、

日
本
の
縄
文
時
代
に
焼
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
る
熱
帯
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
と
同
じ

で
あ
る
と
、
日
本
の
植
物
学
者
が
証
明
し
た
。

長
江
流
域
で
は
次
々
に
遺
跡
が
発
見
さ
れ
、

現
在
、
一
番
古
い
も
の
は
一
万
四
〇
〇
〇
年
前

の
仙
人
洞
遺
跡
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は

栽
培
稲
の
測
定
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
栽
培
稲

の
起
源
は
イ
ン
ド
で
は
な
く
、
長
江
中
下
流
域

だ
と
い
う
説
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

も
し
も
、
一
万
四
〇
〇
〇
年
前
の
栽
培
稲
が

発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
一
万
二
〇
〇
〇
年

前
に
小
麦
を
栽
培
し
て
い
た
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明

よ
り
も
古
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
黄
河
文
明

は
中
国
の
古
代
文
明
の
代
名
詞
と
さ
れ
て
き
た

が
、
黄
河
文
明
以
外
に
農
耕
を
基
盤
に
し
た
長
江

文
明
と
も
い
え
る
一
大
文
明
の
存
在
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
今
、
稲
作
の
起
源
を
め
ぐ
り
、
古
代
文

明
さ
え
も
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

大
陸
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
瑞
穂
の
国
の
稲
作
文
化

稲
作
文
化
の
起
源
は
中
国
で
あ
る
こ
と
は
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
。
そ
れ
が
日
本
に
い
つ
ご
ろ
、

ど
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
て
渡
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
一
つ
に
は
絞
れ
な
い
よ

う
だ
。
ま
ず
第
一
の
ル
ー
ト
は
長
江
か
ら
朝
鮮
半

島
を
経
由
し
て
伝
わ
り
、
第
二
の
ル
ー
ト
は
現
在

の
上
海
付
近
か
ら
海
路
九
州
へ
伝
わ
っ
た
と
い
う

説
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
岡
山

県
・
朝
寝
鼻
遺
跡

（
縄
文
時
代
前
期
）
で

発
見
さ
れ
た
日
本
最

古
の
稲
の
痕
跡
「
プ

ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
」

は
、
前
出
の
河
姆
渡

ハ

モ

ト

遺
跡
型
の
稲
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
第

三
の
ル
ー
ト
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
は

第
一
、
第
二
ル
ー
ト

よ
り
さ
ら
に
南
か
ら

の
海
上
の
道
。
か
つ

て
民
俗
学
者
の
柳
田

國
男
が
唱
え
て
い
た

ル
ー
ト
で
も
あ
る
が
、

こ
の
ル
ー
ト
を
通
っ
て
き
た
稲
が
熱
帯
ジ
ャ
ポ

ニ
カ
で
あ
る
こ
と
が
研
究
者
の
分
析
で
も
明
ら

か
に
さ
れ
、
稲
は
こ
れ
ら
三
つ
の
ル
ー
ト
か
ら

日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

は
る
か
六
〜
七
〇
〇
〇
年
前
、
縄
文
時
代
か

ら
日
本
人
は
稲
作
を
行
い
、
米
を
食
べ
て
い
た

可
能
性
が
高
い
。
古
く
は
日
本
を
「
瑞
穂

み

ず

ほ

の
国
」

と
呼
び
、『
日
本
書
紀
』
に
は
「
豊
葦
原
瑞
穂
国

と
よ
あ
し
は
ら
の
み
ず
ほ
の
く
に

」

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
豊
葦
原
」
と
は
湿
地
帯
が

多
く
、
高
温
多
湿
の
気
候
で
あ
る
こ
と
の
意
で
、

こ
の
気
候
が
稲
作
に
適
し
、
大
陸
か
ら
渡
来
し

た
稲
が
日
本
に
根
づ
き
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

日
本
人
の
体
は
こ
の
時
代
か
ら
米
に
よ
っ
て

作
ら
れ
、
ご
飯
を
中
心
と
し
た
食
生
活
が
営
ま

れ
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

9

ご
飯
と
み
そ
汁
の
食
事
で
な
け
れ
ば
、
と
い
う
日
本
人
は
多
い
。
そ
の
ご
飯
の
材
料

で
あ
る
米
の
起
源
、
日
本
に
渡
っ
た
ル
ー
ト
な
ど
に
は
諸
説
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
学

説
が
あ
る
中
で
、
二
〇
〇
五
年
に
中
国
で
世
界
最
古
の
稲
の
籾
殻
が
発
見
さ
れ
た
と

い
う
。
こ
れ
に
よ
り
稲
作
文
化
の
歴
史
が
塗
り
替
え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

雑学講座 前号のおはなし
第一話：天明２年（1782年）に大坂で発刊された『豆腐百珍』は、その

名のごとく豆腐を使う100種の料理とその調理方法を紹介
した、今で言う江戸時代のレシピ本である。その料理を尋
常品･通品・佳品・奇品・妙品･絶品などに分けて、誌上試
食をしてみた。

第二話：17世紀頃の英国では、ティーカップから直接飲むことは下
品とされており、磁器カップが輸入される以前の王侯貴族
の間では、銀製の『ポリンジャー』と呼ばれる平たい皿状
の容器からお茶を飲む習慣があった。その影響で、カップ
からティーをいったん皿に移しかえそれを飲んでいたエピ
ソードを紹介。

第三話：16世紀中頃、オスマントルコ軍がハプスブルグ帝国（現在
のオーストリア）を攻撃、ウイーンの城壁を包囲した際
に、地下室でパンを焼いていた職人が城壁の地下を掘り
進む敵を通報。その後支援軍も到着して勝利したという。
敵のツルハシの形や､オスマンの象徴である三日月を食
べてしまう思いを込めて、三日月型のパン（クロワッサン）
を作った説などを紹介。

参
考
文
献

・『
米
の
力
　
雑
穀
の
力
』（
永
山
久
夫
著
　
家
の
光
協
会
）

・
朝
日
新
聞
（
２
０
０
５
・
１
）

・
玉
川
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

わが国への米渡来経路図（全農のホームページより）



「
三
度
の
ご
飯
は
三
杯
ず
つ
」が
国
民
食
だ
っ
た

現
在
の
日
本
人
一
人
あ
た
り
の
米
消
費
量

は
年
間
約
六
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
さ
れ
、
昭
和

四
〇
年
代
ま
で
の
約
一
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
と

比
べ
激
減
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
副
食

が
多
く
な
り
、
主
食
で
あ
る
ご
飯
を
食
べ
る

量
が
減
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、

ご
飯
の
代
わ
り
に
パ
ン
食
が
増
え
、
ス
パ
ゲ

テ
ィ
、
ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
・
そ
ば
な
ど
の

麺
類
の
消
費
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
要
因
に

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
会
社
や
学
校
へ

弁
当
を
持
っ
て
行
く
人
も
少
な
く
な
り
、
持

っ
て
行
く
人
の
中
身
を
見
て
も
ご
飯
と
副
食

の
割
合
が
昔
の
弁
当
と
逆
転
し
て
ご
飯
の
量

が
極
端
に
少
な
い
。

戦
前
、
日
本
政
府
（
当
時
の
厚
生
省
）
は

毎
日
の
朝
食
、
昼
食
、
夕
食
に
ご
飯
を
三
杯

ず
つ
食
べ
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
た
。
当
時

は
一
汁
一
菜
と
い
い
、
ご
飯
に
汁
と
お
か
ず

一
品
、
漬
物
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が
一
般
的
だ

っ
た
。
現
在
の
よ
う
に
副
食
が
豊
富
に
あ
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
必
要
な
栄
養
分
を
ご
飯

か
ら
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
の
が

真
相
ら
し
い
。

一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
か
ら
一
〇
年

頃
ま
で
の
日
本
人
一
人
あ
た
り
の
一
日
の

栄
養
摂
取
量
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
二
三
四
五
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
、
た
ん
ぱ
く
質
七
四
・
一
グ
ラ
ム
。

た
ん
ぱ
く
質
の
う
ち
動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
は
二

割
弱
だ
っ
た
と
い
う
。
当
時
一
般
的
に
食
べ

ら
れ
て
い
た
七
分
つ
き
米
で
あ
れ
ば
、
成
人

男
子
で
一
日
三
合
三
勺
（
お
よ
そ
茶
碗
三
杯

の
ご
飯
を
三
度
）。
こ
の
米
は
一
六
〇
〇
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
あ
り
、
た
ん
ぱ
く
質
が
三
三
グ
ラ

ム
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
残
り
八
〇
〇
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
と
た
ん
ぱ
く
質
四
七
グ
ラ
ム
を
小

魚
・
卵
・
野
菜
の
煮
物
・
お
ひ
た
し
・
豆
腐

な
ど
の
副
食
か
ら
と
る
。

宮
沢
賢
治
の
『
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
』
の
中
に

は
、「
一
日
に
玄
米
四
合
と
・
・
・
」
と
あ

る
が
、
玄
米
四
合
と
い
え
ば
二
〇
〇
〇
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
強
あ
り
、
成
人
男
子
の
必
要
量
に

は
少
し
足
ら
な
い
が
、
賢
治
ら
し
い
質
素
な

暮
ら
し
ぶ
り
だ
と
い
え
る
。

現
代
人
の
体
質
改
善
に
一
役
！

世
界
中
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が
、
米
・
小
麦
・

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
雑
穀
・
そ
ば
・
い
も
類
な
ど

を
主
食
に
し
、
人
々
は
水
と
で
ん
ぷ
ん
で
生

命
を
維
持
し
て
い
る
。
肉
や
乳
製
品
な
ど
を

主
食
に
す
る
の
は
、
農
作
に
適
し
な
い
酷
暑

の
砂
漠
や
極
寒
の
地
に
住
む
一
部
の
人
た
ち

だ
け
な
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
主
食
の
中
で
、
パ
ン
、
ラ
ー
メ

ン
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
類
を
常
食
す
る
と
、
脂
肪

の
と
り
過
ぎ
で
肥
満
や
高
脂
血
症
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
、パ
ン

は
水
分
の
含
有
量
が
少
な
く
、
口
に
入
れ
る

と
唾
液
が
パ
ン
に
吸
収
さ
れ
て
お
い
し
さ
が

感
じ
ら
れ
ず
、
マ
ー
ガ
リ
ン
や
バ
タ
ー
な
ど

を
塗
っ
て
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。
副
食
に
は
野
菜
炒
め
、
サ
ラ
ダ
、
ハ
ム

エ
ッ
グ
、
オ
ム
レ
ツ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

ど
れ
も
油
の
使
用
量
が
多
い
。

一
方
、
ご
飯
を
主
食
に
し
た
和
食
と
、
パ

ン
を
主
食
に
し
た
洋
食
の
脂
質
を
比
較
す
る

と
、
洋
食
が
三
一
・
二
グ
ラ
ム
に
対
し
和
食

は
一
五
・
二
グ
ラ
ム
、
洋
食
は
和
食
の
倍
以

上
の
脂
質
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ラ

ー
メ
ン
や
ス
パ
ゲ
テ
ィ
な
ど
も
、
や
は
り
油

を
多
く
使
用
す
る
。

さ
ら
に
最
近
、
ご
飯
が
注
目
さ
れ
て
い
る

理
由
に
γ
‐
ア
ミ
ノ
酪
酸
（
通
称
・
ギ
ャ
バ
）

の
発
見
が
あ
る
。
ギ
ャ
バ
に
は
、
血
圧
の
安

定
や
動
脈
硬
化
の
予
防
、
脳
細
胞
を
活
性
化

す
る
働
き
が
あ
る
。
そ
の
ギ
ャ
バ
は
米
を
水

に
浸
す
こ
と
に
よ
り
、
胚
芽
や
白
米
の
表
層

に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
が
変

化
し
て
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
ん
な
面

か
ら
も
ご
飯
を
主
食
に
す
る
和
食
が
見
直
さ

れ
て
い
る
。
ご
飯
の
ギ
ャ
バ
を
増
や
す
た
め

に
は
、
米
を
と
い
だ
あ
と
四
時
間
は
水
に
つ

け
て
か
ら
炊
く
と
よ
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
き

て
い
る
。

ギ
ャ
バ
は
イ
ラ
イ
ラ
を
解
消
す
る
な
ど
、

精
神
安
定
作
用
も
あ
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
、

ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き
る
現
代
人
に
と
っ

て
は
欠
か
せ
な
い
成
分
。
ご
飯
を
中
心
に

し
た
和
食
が
現
代
人
の
健
康
を
維
持
す
る

と
い
え
る
。

10

日
本
の
食
生
活
は
高
度
成
長
時
代
を
境
に
一
変
し
た
。
そ
れ
は
戦
後
の
栄
養
教
育
に
影

響
し
て
い
る
。
ご
飯
ば
か
り
食
べ
て
副
食
が
少
な
い
の
は
貧
し
い
、
欧
米
の
よ
う
に
た

く
さ
ん
の
副
食
を
と
る
食
生
活
こ
そ
理
想
だ
と
考
え
た
。本
当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
。最
近

で
は
再
び
和
食
の
よ
さ
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
上
に
欧
米
の

人
々
に
も
「S

U
S
H
I

」「TEN
P
U
R
A

」
に
代
表
さ
れ
る
和
食
が
好
評
で
あ
る
。

世
界
の
食
文
化
雑
学
講
座

参
考
文
献

・
『
米
の
力
　
雑
穀
の
力
』（
永
山
久
夫
著
　
家
の
光
協
会
）

・
『
和
食
の
力
』（
小
泉
和
子
著
　
平
凡
社
新
書
）

・
『〈
食
育
〉
明
日
か
ら
で
き
る
10
の
提
案
』（
幕
内

秀
夫
著
　
か
も
が
わ
出
版
）

ご
飯
（
三
杯
）

味
噌
汁
（
ホ
ー
レ
ン
草
入
り
）

漬
物
（
た
く
わ
ん
三
切
れ
）

小
魚
佃
煮

ご
飯
（
三
杯
）

茶
碗
蒸

漬
物
（
白
菜
）

キ
ャ
ベ
ツ
和
え

ご
飯
（
三
杯
）

ホ
ー
レ
ン
草
の
お
ひ
た
し

鰯
焼
き
物
（
二
尾
・
大
根
お
ろ
し
付
）

ポ
テ
ト

昭和15年版『主婦之友』（花嫁講座第12巻）の口絵を参考に複製した



日
本
の
住
宅
事
情
が
生
ん
だ
コ
ン
パ
ク
ト
な
食
卓

最
近
の
昭
和
回
帰
ブ
ー
ム
で
ち
ゃ
ぶ
台
が

脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
ち
ゃ
ぶ
台
は
脚
が
折

り
た
た
め
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
狭
い
日

本
の
家
に
は
最
適
な
食
卓
だ
っ
た
。
寝
室
と

食
堂
が
独
立
し
て
い
な
か
っ
た
こ
ろ
、
食
事

を
す
る
部
屋
が
夜
は
寝
室
に
も
な
る
。
そ
の

た
め
食
卓
で
あ
る
ち
ゃ
ぶ
台
の
脚
を
た
た
ん

で
壁
に
立
て
か
け
て
片
づ
け
な
け
れ
ば
寝
ら

れ
な
か
っ
た
。
ち
ゃ
ぶ
台
は
明
治
二
〇
年
代

ご
ろ
に
出
現
し
、
大
正
時
代
の
後
半
か
ら
昭

和
の
は
じ
め
に
か
け
て
一
気
に
普
及
し
た
。

ち
ゃ
ぶ
台
以
前
に
は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も

銘
々
膳
で
食
事
を
し
て
い
た
。
な
か
で
も
、

江
戸
時
代
に
発
明
さ
れ
た
「
箱
膳
」
は
食
器

棚
の
役
割
も
す
る
。
箱
膳
は
木
箱
だ
が
、
そ

の
中
に
飯
茶
碗
・
汁
碗
・
箸
・
小
皿
一
枚
が

入
っ
て
い
る
。
食
事
を
す
る
と
き
に
は
、
箱

膳
の
蓋
を
裏
返
し
て
中
の
茶
碗
な
ど
を
そ
の

上
に
並
べ
、
膳
に
変
身
し
た
蓋
を
箱
の
上
に

乗
せ
て
膳
が
動
か
な
い
よ
う
に
留
め
を
す

る
。
使
わ
な
い
と
き
に
は
、
膳
棚
と
い
う
本

棚
の
よ
う
な
棚
に
銘
々
の
箱
膳
を
重
ね
置

く
。
日
本
の
住
宅
事
情
を
背
景
に
、
先
人
た

ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
住
宅
の
洋
風
化
が
進
ん
だ
昭

和
四
〇
年
代
以
降
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
出

現
し
た
。
床
は
い
ま
で
い
う
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、

も
し
く
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
の
高
い
シ
ー
ト
を
敷

き
、
ち
ゃ
ぶ
台
は
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
同
時
に
、
若
い
世
代
で
は

ご
飯
食
か
ら
パ
ン
食
が
増
え
、
ご
飯
の
お
か
ず

に
も
洋
風
な
も
の
が
出
始
め
て
い
る
。

平
安
貴
族
は
箸
と
匙
で
食
事
を
し
て
い
た

ご
飯
を
主
食
と
し
た
和
食
に
は
箸
が
つ
き

も
の
。
実
は
、
こ
の
箸
は
稲
作
発
祥
の
地
で

あ
る
中
国
か
ら
渡
来
し
た
。
三
世
紀
の
『
魏

志
倭
人
伝
』
に
は
、「
日
本
人
は
食
飲
に
は

豆
へ
ん
と
う

を
用
い
て
手
食
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「

豆
へ
ん
と
う

」
と
は
「
高
坏

た
か
つ
き

」
の
こ
と
。

箸
が
伝
え
ら
れ
る
以
前
は
、
高
坏
に
盛
っ

た
食
べ
物
を
手
づ
か
み
で
食
べ
て
い
た
と
い

う
。
で
は
汁
物
は
ど
う
だ
ろ
う
。

弥
生
時
代
か
ら
木
や
貝
殻
で
匙
を
作
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
か

ら
三
世
紀
ご
ろ
に
は
、
ご
飯
は
手
で
、
汁
物

は
匙
で
食
べ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

七
〜
八
世
紀
ご
ろ
に
な
る
と
、
中
国
か
ら

箸
が
伝
え
ら
れ
、
そ
の
こ
ろ
の
藤
原
宮
趾
や

平
城
宮
趾
か
ら
多
数
の
木
箸
が
出
土
し
て
い

る
。
正
倉
院
に
は
銀
の
箸
も
残
っ
て
い
る
ら

し
い
。
箸
を
使
う
習
慣
は
支
配
階
級
か
ら
次

第
に
庶
民
へ
と
広
ま
り
、
八
世
紀
末
に
は
平

安
京
の
庶
民
の
間
に
ま
で
広
ま
っ
て
い
た
と

い
う
。
た
だ
し
、
匙
は
一
般
に
は
普
及
し
な

か
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
貴
族
の
間
で
は
、
匙

は
ご
飯
と
湯
漬
け
と
水
漬
け
が
出
る
と
き
に

し
か
使
っ
て
い
な
い
。
酒
と
肴
だ
け
の
と
き

は
箸
だ
け
を
使
っ
た
。
こ
れ
は
現
在
の
韓
国

と
同
じ
よ
う
に
、
飯
類
は
匙
で
、
お
か
ず
は

箸
で
と
い
う
食
べ
方
で
あ
る
。

そ
の
後
、
匙
は
日
本
人
の
食
卓
か
ら
姿
を

消
し
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
木
碗
が
普

及
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
碗
が
土
器
で

あ
れ
ば
、
重
い
た
め
に
食
卓
に
置
い
た
ま
ま

で
食
べ
る
こ
と
に
な
り
、
箸
で
は
不
都
合
だ

っ
た
。
そ
こ
に
軽
く
て
持
ち
や
す
い
木
の
碗

が
出
て
く
る
と
、
熱
い
も
の
を
入
れ
て
も
持

て
る
の
で
、
箸
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
が
今
日
で
は
、
再
び
日
本
の
食
卓
に

ス
プ
ー
ン
や
散
り
蓮
華
と
名
を
か
え
た
呼
称

で
匙
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
れ
は
海
外
の
文

化
か
ら
伝
え
ら
れ
た
形
で
は
あ
る
が
、
時
代

を
超
え
て
日
本
の
食
生
活
に
は
国
外
の
影
響

が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
日
本
人
の
食
卓
は
銘
々
膳
か
ら
家
族
団
欒
の
象
徴
で
あ

る
ち
ゃ
ぶ
台
そ
し
て
椅
子
と
テ
ー
ブ
ル
へ
移
行
し
た
。
さ
ら
に
箸
が
中
国
大
陸
か

ら
伝
来
す
る
以
前
、
日
本
で
は
手
づ
か
み
で
食
事
を
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
伝

統
的
な
箸
も
米
の
消
費
量
が
減
る
と
と
も
に
、
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
に
取
っ
て
代

わ
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
食
べ
る
た
め
の
道
具
だ
け
を
見
て
も
海
外
か

ら
の
食
文
化
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
が
分
る
。

世
界
の
食
文
化
雑
学
講
座

参
考
文
献

・
『
和
食
の
力
』（
小
泉
和
子
著
　
平
凡
社
新
書
）

・

月
刊
『
や
か
た
の
わ
す
れ
も
の
』（
第
47
・
48
号
）

・
『
大
江
戸
生
活
事
情
』（（
石
川
英
輔
著
　
講
談
社

文
庫
）

茶の間の風景。ちゃぶ台は近代都市住宅の定型だった（昭和のくらし博物館所蔵）
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多
様
な
民
族
食
の
融
合
で
「
新
ア
メ
リ
カ
料
理
」
が
結
実
す
る

世
界
の
食
の
交
差
点
―
―

ア
メ
リ
カ
の
食
文
化
見
聞
録
【
下
】

加藤裕子（かとうひろこ）
1970年　東京に生まれる
1993年　早稲田大学政治経済学部政治学科卒業　同年（株）集英社

入社
女性月刊誌「LEE」編集部に在籍

1999年　退職。生活文化ジャーナリストとしてフリーランス
活動を開始。同年渡米
The Vegetarian Resource Group（メリーランド州）
に籍をおき、アメリカのベジタリアン事情、食生活、
健康志向などをテーマに取材。帰国後は日米のメディ
アで活躍している
著書に『寿司、プリーズ！～アメリカ人寿司を喰う』
（2002年　集英社新書）、『「シャキッと炒める」を英
語で言うと』（2002年 幻冬舎）、『食べるアメリカ人』
（2003年 大修館書店）などがある

【
中
編
の
あ
ら
す
じ
】

独
立
宣
言
後
の
ア
メ
リ
カ
は
食
生
活
に
も

様
々
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
一
つ
に
缶
詰

が
あ
る
。
缶
詰
は
運
搬
に
便
利
で
あ
り
、
長
期

保
存
が
で
き
、
南
北
戦
争
中
は
兵
糧
食
と
し
て

重
宝
さ
れ
た
。
南
北
戦
争
後
の
食
生
活
で
見
逃

せ
な
い
の
が
牛
肉
の
普
及
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
横

断
鉄
道
の
完
成
を
機
に
、
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
の
狩

猟
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
乱
獲
に
よ
っ
て
絶
滅
寸

前
ま
で
数
を
減
ら
し
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
テ

キ
サ
ス
に
持
ち
込
ん
で
い
た
牛
の
子
孫
の
数
が

増
え
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
に
よ
っ
て
テ
キ
サ
ス
か
ら

北
部
へ
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、

ア
メ
リ
カ
の
牛
肉
産
業
は
順
調
に
発
展
す
る
。

同
じ
頃
、
ア
メ
リ
カ
の
朝
食
を
大
き
く
変
え
た

シ
リ
ア
ル
、
コ
ー
ン
・
フ
レ
ー
ク
ス
と
オ
ー
ト

ミ
ー
ル
が
商
品
化
さ
れ
た
。

二
十
世
紀
に
入
る
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で

も
貧
し
い
地
域
か
ら
や
っ
て
き
た
「
新
移
民
」

が
増
加
。
彼
ら
も
母
国
の
食
生
活
を
持
ち
込
ん

で
守
り
続
け
た
。
な
か
で
も
イ
タ
リ
ア
料
理
は
、

欠
か
せ
な
い
家
庭
料
理
の
一
つ
と
な
っ
た
。
こ

の
ほ
か
中
国
料
理
や
メ
キ
シ
コ
料
理
な
ど
に
加

え
て
ユ
ダ
ヤ
教
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
イ
ス
ラ
ム
教

の
戒
律
に
の
っ
と
っ
た
宗
教
料
理
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
出
身
の
食
習
慣
を
再
現
。
こ
う
し
て
ア
メ

リ
カ
の
食
文
化
は
さ
ら
に
多
様
化
し
て
い
っ
た
。

科
学
的
で
合
理
的
な
「
ア
メ
リ
カ
の
正
し
い
食
べ
物
」
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食
の
工
業
化
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響

家
庭
料
理
か
ら
食
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
へ

Granger Collection/PPS

景 ○Granger Collection/PPSC
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女性の産業界への参画が、加工食品の登場を促した ○C

禁
酒
法
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で

1940年頃のマイカーブーム。ニューヨーク郊外の渋滞風
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フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
と
Ｔ
Ｖ
デ
ィ
ナ
ー

躍的に伸ばした（筆者撮影）
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大恐慌時代（1930年代）にスーパーマーケットは売上を飛

ジ
ュ
リ
ア
・
チ
ャ
イ
ル
ド
に
よ
る
目
覚
め
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健
康
意
識
の
高
ま
り
と
日
本
食
ブ
ー
ム

「寿司」も変容を繰返している。中央右は SUSHI  BAR

・メニューを選ぶ（上下とも筆者撮影）
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フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
か
ら
ニ
ュ
ー
・
ア
メ
リ
カ
ン
料
理
へ

写真（上・中）「ヌーベル・ジャパニーズ」の先駆者

写真（下）アメリカ成人の半数が外食でベジタリアン
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